放線菌 Streptomyces virginiae の回分培養による virginiamycin 生産の最適化 by ヤン, ヨンクック & 梁, 榮國
Osaka University









料梁 < 3 >よん くっく
畿圏
博士の専攻分野の名称 博 士(工学)
学位記番号 第 12018 号
学位授与年月日 平成 7 年 5 月 3 1 日
学位授与の要件 学位規則第4条第 1 項該当
工学研究科醗酵工学専攻
論文審査委員




教授今中忠行 教授ト部 格 教授大嶋泰治








第 2章では，本菌株における autoregulator という生産開始調節物質， virginiae butanolides (VBs) の一つであ
る virginiae butanolide -C (VB -C) の最適添加法について述べている。フラスコ培養でVB-Cを添加すること




第 3章では， VM ・ VS 生産の最適化のために，生産菌濃度増大と生産活性向上という二つの視点から検討している。
第一の菌体濃度の増大については培地中の酵母エキス濃度を高めることによって達成でき，生産期での最大菌体量を与
える酵母エキス濃度が存在している。第二の生産活性の向上については VB-C最適添加を考え， DO制御を行なう本




渇によって entangled fi1ament への形態変化が起こり，形態変化を引き起こし始めた菌体へのVB-C添加は， VBs 










(1) Virginiae butanolides (VBs) 類中，合成された virginiae butanolide ー C (VB ー C) をフラスコ培養中に
添加し最適添加濃度と時間を検討することにより，生産量が最大になる最適条件が存在することを示している。そ





きることを，第 2 の視点では， DO制御下での VB 一 C最適添加法を， (1)で得られた VB量と VM ・ VS 生産量の




加や生成が菌体の形態変化を引き起こしはしないが，形態変化を起こし始めた菌体への VB ー C 添加は VBs 産生
及びVM ・ VS 生産に影響を与えることを示している。
以上のように，本論文は autoregulator 添加と培養条件変更による放線菌による抗生物質の最大生産を試みるとい
うユニークな研究であり，また，飛躍的な成果をえている。その成果は，かなりの数の放線菌で autoregulator の存在
が知られ始めている現在，それらの培養系への適用可能性を秘めており，培養工学および、生物フ。ロセスシステム工学の
発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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